
「満州で日本人が何をやったか、語らなければいけんことがまだある。

皆さんは、“万人坑”を知っておられるだろうか？

あんな酷いことを日本人がしたということ。

同じ日本人でありながら、語るのが嫌んなるよのう～。

戦争は恐ろしいよのう～。

戦争は人間を鬼にする・・・。

戦争はしたらいけん。」

日 時：2023年 3⽉21⽇(火・祝) 10:30〜13:00 (10:00 開場)

参加費：会場 1,000円 ／ 後日視聴＋資料送料代 1,370円

参加方法：会場・後日視聴

会 場：JMSアステールプラザ 広島市国際青年会館７階研修室

「９７歳が語る満州——

末広一郎さんのお話を聞く会」

定員
100名
先着順

講師プロフィール：末広一郎(すえひろいちろう)さん
1925年7月23日現在の広島県世羅町に生まれる。

1940年「満蒙開拓青少年義勇隊」嫩江(のんこう)訓練所に入所。

1945年敗戦後、シベリアに抑留される。タイシェットで森林伐採、鉄道建設に従事。

1949年8月復員。国立広島療養所に入院。峠三吉と出会う。

1960年「とき印刷」設立。現在『満蒙開拓平和通信』編集人

WFC：〒733-0032広島市西区東観音町8-10 / 082-503-3191 / Email: office@wfchiroshima.org

お申し込み

https://bit.ly/3DXyThZ

14歳の時、広島県世羅郡の吉川尋常高等小学校から、たった一人志願して行くことになった
満蒙開拓青少年義勇隊。茨城県内原訓練所で3か月間厳しい訓練を受け、ラッパ鼓隊員とな
り、満州の北方の嫩江（のんこう）訓練所へ。そこから敗戦までの日々、そして、97歳の今
の思いを語っていただきます。

また今回は、末広さんのご友人・野田邦雄(のだくにお)さんにも大阪からお越しいただき、
満州での経験を併せてうかがいます。

まだまだ
聞きたい！



• 講座資料は、当日ご来場時にお渡しいたします。
• 新型コロナウイルス感染拡大防止策にご協力ください。
• 止むを得ず中止させていただく可能性もあります。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

会場へお越しの
皆さまへ

会場について

主催：NPO法人ワールド・フレンドシップ・センター
〒773-0032広島市西区東観音町8-10／TEL: 082-503-3191  /  Email: office@wfchiroshima.org

満蒙開拓青少年義勇隊として旧満州に渡った人たちで
作られた全国組織「嫩訓八州会(のんくんやしまかい)」の
広報担当だった末広一郎さんが、同会の解散後も満蒙
開拓やシベリア抑留の記憶を風化させてはならないと
発行を続けています。

『満蒙開拓平和通信』(B5判、約100ページ)
第1号2017年7月発行、最新号第5号2022年3月発行。
各号千円にて頒布いたします。詳しくはメールでお問い合わせください。

（有）とき印刷内 末広一郎 Ｅメール：toki-in@juno.ocn.ne.jp
〒733-0005 広島市西区三滝町19-7-101 (事務所)

『満蒙開拓平和通信』
ー満蒙開拓を風化させてはならない希いを込めて

『満蒙開拓平和通信』1号～5号

お申し込み方法

こちらの QRコードから
お申し込みください
https://bit.ly/3DXyThZ

クレジットカードでお支払いの方は
こちらのリンク/ QRコードから
お支払いいただけます
https://bit.ly/3mxNxVA

会場での現金払い・クレジットカード決済で
お支払いいただけます。
※講座開催前日までにお支払いください。

お支払い方法

※オンライン参加はありませんので、
ご注意ください。

JMSアステールプラザ 広島市国際青年会館 ７階研修室
広島市中区加古町４-１７

末広一郎さん発行「満蒙開拓平和通信」

https://bit.ly/3mxNxVA

